幕が 下りて 
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の 具に 供し なければ ならない わけはない。 

革命家 を 以て 任ずる 諸君 は、 宜しく、 微々 たる 文士 

芸術家の 群 をのみ 対 手と せず、 まして、 諸君と 同様 

プ ロレ タリ ャ 

「賤民」 (二葉 亭の 訳に よる) の 集りに 過ぎぬ われく 

の 小 劇団 を 兎や角 非難す る 暇に、 それほど 「演劇」 に 

関心 を もつなら、 もっと、 名実 共に ブルジョワ 的なる 

大 劇場 をぶ ッ つぶし 給へ。 

新劇 協会の 客足 を 止める ことが、 決して 前衛 座の 成 

功 を もたらす 唯一 の 手段で は あるまい。 恐らく、 新劇 

協会 をみ て 新劇に 興味 を もち はじめた 見物が、 やがて、 

前衛 座の 舞台から 何もの か を 得る のか も 知れない。 



それく らゐの 「j® い 眼」 を もって ゐて ほしい。 

私 は、 ひそかに、 前衛 座の 仕事に、 同情と 期待 を も 

つて ゐる。 私 は、 その 仕事に 対し、 芸術的 立場から 批 

評 を 試みる こと さへ 一 種の 冒瀆 であると さへ 思って ゐ 

る。 同人 諸君の 「美しい 意思」 に対する わき まへ なき 

仕業で あると さへ 信じて ゐる。 

人に 総て を 望む ことの 不可能で ある こと は、 何人も 

知って ゐる 害で ある。 

その 意味で、 私 はまた、 築地 小 劇場が、 藤 森 成吉氏 

の 『何が かの 女 を さう させた か』 を 上演した 態度に 敬 



服して ゐる。 ここまで 来れば、 私 は、 た V、 だまって、 

襟 を 正す より ほかにない。 あの 戯曲が、 実際、 どれ ほ 

どの 舞台効果 を 生む か、 それ は 芸術的に 最早、 問題と 

する 必要 を 認めない。 私 は、 た、 V、 あの 戯曲の 演出が 

見物に 何を教 へ、 見物 を どれほど 感動 させ、 どこまで 

見物の 魂 を 「プロレタリアの 魂」 に 結びつけ るかの 問 

題を考 へれば ぃゝ。 その 成功 は 少しも、 所謂 「芸術的 

成功」 である 必要 はない。 さう いふ こと を 云々 する の 

は、 作者 藤 森 氏、 並びに 演出 者 土方 氏に 対する 「余計 

なおせつ かい」 である。 

私 は 何よりも、 あれほど 「芸術的」 に 不評だった 戯 



曲 を、 進んで 舞台に かけた 築地 小 劇場の 勇気、 「演劇」 

とい ふ ものに 対する 当事者の 徹底した 見識に 頭 を 下げ 

る。 これ は 決して 皮肉で はない。 その 証拠に、 私 は、 

今、 自分の 瞼が 熱くな りつ、 あるの を 感じて ゐる。 

藤 森 氏の 小説 は、 私の 最も 愛読す る もの、 一 つで あ 

る。 しかし 戯曲 は その 小説の 如く 私の 興味 を惹 かない。 

築地 小 劇場の 演出が どうで あらう と、 私 は、 『彼女』 を 

観に 行く 気 はしない。 しかし、 それ は それでい、 ので 

ある。 藤 森 氏よ、 それが ために 私の あなたに 対する 敬 

愛の 念が 少し で も 薄ら いだの だと は 思って 下さるな。 

芸術家 は、 芸術的に よい もの を 残した だけで、 た、 V そ 
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所用あって 近々 京阪 地方に 赴く 予定で あるが、 是非 

宝 塚 を 訪れて、 一 夕 を 国民 座の 見物 席で 過ごさう と 思 

つ てゐ る。 

大 劇場の 舞台に 適しない 私の 戯曲が、 これまで 二三 

度、 計らず も大 劇場で 脚光 を 浴び、 その 度 毎に 私は自 

分 の 仕事 の 前途 を 思 つて 心細 さ を 感じた が、 今度 も 同 

じ 経験 を 繰 返す こと だら う。 

私 は 決して 小 劇場 主義者で もなければ、 小 劇場 向の 

戯曲の み を 書かう と 心掛けて ゐる わけで もない。 た V、 

これ も 作家の 素質 如何に 関係す る もので、 どう 考 へて 



を 行 ふ 予定 すら あるので ある。 

その 出し物に ついても、 一同 は 協議に 協議 を 重ねた 

が、 これと いふ 目星し い 案 も 浮かばない 始末で ある。 

興行 政策から いへば 一 幕 物 を 三つ 並べる より、 三幕物 

を 一つ 出す 方が ぃゝ らしい。 一幕物と いへ ど 大抵 は 小 

劇場 向きで ある。 私な ど は 近頃、 一 つ 二つ、 ゃゝ 長い 

もの と い つても 百 枚 足らずの 中篇で ある を 書 

き はした が、 何れも、 一幕物の 引きのば しとい つた 程 

度の ものに 過ぎない。 雑誌に 発表す る 便宜な どの 関係 

も あるが、 もっと どっしりした 作品 —— 形式から いつ 

ても大 劇場 向きの (必ずしも 通俗的で ある こと を 要し 



ない) 作品が 現れて 来る ことが、 新劇の 将来の ために 

も 望ましい ことで ある。 

新劇 協会 は、 今、 さう いふ 戯曲 を 求めて ゐる。 活字 

になる 前に 舞台へ 上せる —— さう いふ 発表 方法 を 選ぶ 

若 い 作家が あ つてよ さ、 うな もの だ。 

なほ、 私たちの 求めて ゐ るの は 有望な 俳優 志願者で 

ある。 現在、 新劇 協会の 研究生が 十三 名ば かり ゐ るが、 

これらの 青年 男女 は、 何れも 無月 謝で 左の 講義 を 聴講 

して ゐる。 

演劇 論 一週 一回 



九郎 氏が 献身的に 力 を 注いで 下さって ゐる。 追々 科目 

も ふやす つもりで あるが、 何分 講師 はみ な 無報酬で あ 

るから、 理論 方面 は 主として、 研究生 自身の 自発的 研 

究に まつと ころが 多く、 われ/ \ は、 その 研究の 忠実 

な 指導者た る こと を 期して ゐる。 

補欠と して、 もう 四 五 人 採用す る 害で あるが、 わ 

れ くの 責任 ある 指導 を 信頼して、 相当 教養 ある 青年 

淑女の 応募 を 望む 次第で ある。 

私 はこれ から、 この 方面の 仕事に 可な り 力を入れ や 

うと 思 つて ゐる。 
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